
本間一夫文化賞
南
区
の
鉄
ェ
所
小
林
社
長
「
需
要
あ
る
限
り
Ｌ

同
社
は
小
林
さ
ん
の
父
が
１

９
３
３
年
に
創
業
。
戦
後
の
４６

年
か
ら
は
、
点
字
関
係
機
器
の

開
発
・
製
造
も
手
が
け
て
き

た
。
小
林
さ
ん
が
大
学
を
卒
業

し
た
６１
年
の
１２
月
に
父
が
亡
く

な
っ
た
が
、
学
生
時
代
か
ら
仕

事
を
手
伝
っ
て
い
た
小
林
さ
ん

は
将
来
は
継
ぐ
つ
も
り
だ
っ
た

た
め
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
事

業
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。手
動
・
足
踏
み
式
だ
っ
た
点

字
製
版
機
の
電
動
化
に
取
り
組

み
、
８４
年
に
自
動
点
字
製
版
機

を
完
成
さ
せ
た
。
パ
ソ
コ
ン

か
ら
製
版
機
に
点
字
デ
ー
タ

を
送
る
と
、
二
つ
折
り
に
し

た
亜
鉛
板
の
表
裏
に
点
字
が
自

国
内
唯
一
の
自
動
点
字
製

版
機
を
手
が
け
て
い
る
小

林
さ
ん
（
南
区
で
）

、
７
／

　
　
　
　一力一機字点

　

視
覚
障
害
者
の
文
化
や
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
個
人
・

団
体
に
贈
る
「
本
間
一
夫
文
化
賞
圏
」
の
第
１９
回
受
賞
者
に
、

南
区
の
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
「
小
林
鉄
工
所
」
と
社
長
の
小

林
博
紀
さ
ん
（
８５）
が
選
ば
れ
た
。
点
字
を
打
つ
た
め
の
自
動

点
字
製
版
機
の
国
内
唯
一
の
メ
ー
カ
ー
で、
受
賞
に
つ
い
て

「
光
栄
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　　　

（
道
念
祐
二
）

１
９
４
０
年
に
創
立
し
た
本
間

一
夫
氏
を
記
念
し
、
読
売
光
と

愛
の
事
業
団
な
ど
の
協
力
で
、

２
０
０
４
年
に
設
け
ら
れ
た
。

動
で
打
刻
さ
れ、
印
刷
用
原
版

が
出
来
る
。
こ
の
原
版
の
間
に

紙
を
挟
み
、
ロ
ー
ラ
ー
に
通
し

て
プ
レ
ス
す
る
こ
と
で
、
瞬
時

に
紙
の
両
面
に
点
字
を
打
ち
出

せ
る
。
教
科
書
や
選
挙
公
報、
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
多
く

の
点
字
媒
体
が、
製
版
機
で
作

っ
た
原
版
か
ら
印
刷
さ
れ
て
い

る
。
納
入
先
は
特
別
支
援
学
校

や
点
字
図
書
館
、
福
祉
作
業
所

な
ど
全
国
に
あ
り
、
部
品
の
交

換
や
修
理
の
た
め
、
３
年
ほ
ど

前
ま
で
は
各
地
に
足
を
運
ん
で

い
た
。
「
簡
単
な
修
理
は
利
用

者
側
で
も
可
能
だ
が
、
直
接
声

を
聞
い
て、
ど
ん
な
機
械
が
必

要
か
情
報
収
集
し
て
き
た
」
と

振
り
返
る
。

２
０
０
６
年
に
は
、
使
用
済

み
の
点
字
用
紙
を
ロ
ー
ラ
ー
で

潰
し
、
紙
を
再
利
用
す
る
機
械

を
開
発
し
た
。
導
入
し
た
福
祉

施
設
は
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
し
て

い
た
点
字
用
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
封
筒
や
一
筆
範
を
作
っ
て

販
売
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

点
字
名
刺
印
刷
機
も
手
が
け

た
。同
業
者
は
０８
年
に
製
造
を
や

め
て
お
り
、
国
内
唯
一
の
メ
ー

カ
ー
に
な
っ
た
。
小
林
さ
ん
は

「
需
要
が
あ
る
限
り
続
け
る
。

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
責
任
が
あ

る
」
と
力
を
込
め
た
。
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